
2025年度　教育計画

学習書

その他教材

本校 都城 小林 日南 回数 日

20 27

28

12 11 11 第１回 14

18 25

第２回 28

1 8 第3回 11

9

22 第4回 25

7 6 6 第5回 9

13 20 第6回 23

31

28 1

8

6 第１回 15

12

19 19 第２回 29

3 2 2 第３回 12

17 16 第4回 26

23

30

7 第5回 10

15 14 14

4 第６回 7

1

教科

4

国語

論理国語科目

教科書

副教材

科目の
目標

前
期

なし

学
期

月 項　　目 内　　容

5

時代をひらく「最初のペンギン」

※5/14までこの内容です

働くよろこび「楽に働くこと、楽しく

働くこと」

明日をみつめて「ホンモノのおカネの

作り方」

〇二つの例の対比に注意して論旨をたどり、筆者が述べている貨幣の

特徴について理解を深める。

〇「ホンモノのおカネを作り出す」「逆説」について理解する。

〇文章の構成や内容を的確に捉えながら読んで、論じられている事柄

について考える。戦時下に生きた人々の日常と悲劇に思いを巡らし、

時代や社会について考える態度を養う。

明日をみつめて「未来のありか」

現実の中で「安心について」

〇小見出しを参考にして各部分の内容と関係を読み取り、未来とは何

かについて考える。具体例と抽象的な説明に着目して、評論の内容を

読み取る。
〇表現に注意して評論を読み、提示された問題を的確に把握する。文

章構成に注意して筆者の考えを理解し、安心というものの本質につい

て考える。

6

前期レポートの範囲から出題します。

前期レポート第1回～6回　、テスト対策プリント　（第６回　レポー

ト）に同封）
8 前期テスト

9

7

スクーリング テ

ス

ト

前期２　　後期２

前期２　　後期２単位数

スクーリング（時間）

なし

①論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を育む。

②優れた文章や作品に触れ、人間、社会、自然などに対する、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。

③目的や場合に応じて、正しい語彙や文体を用いて書くことができる能力を育む。

東京書籍　新編論理国語（東京書籍701）

レポート

なし

後
期

後期テスト

後期レポートの範囲から出題します。

後期レポート第1回～6回　、テスト対策プリント　（第６回　レポー

ト）に同封）
2

1

10

11

12

3

〇「工場のものづくり」と「工芸作家や趣味で何かを作る人たちの仕

事」について、それぞれ筆者の考えを読み取る。

〇働くよろこびについて筆者が述べている内容を理解し、自分の考え

を文章にまとめる。

考える手がかり「対話とは何か」

時代をひらく「豊かさと生物多様性」

※１０月１５日までこの内容です。

〇語彙を増やし、対比に注意して評論を読むことで筆者の考えを的確

に捉える。

〇生物多様性の重要性と課題について理解を深め、社会で問題にされ

ている事柄について自分なりの考えをもつ。

〇対話についての筆者の考えを捉え、日常のコミュニケーションの在

り方を振り返る。行源の特徴に注意して、筆者の考えを読み取る。

〇論理展開に注意して評論を読み、扱われている問題を的確に捉え

る。

〇「創造的な人間」と「最初のペンギン」の共通点を理解する。

〇タイトルに象徴される筆者の考えを手がかりにして、自分の生き方

について考える。

新しい視点から「カフェの開店準備」

〇体験に基づく文章を読み、表現に注意して筆者の考えを捉える。

〇日々の何気ない光景から広がっていく筆者の思想を手がかりにし

て、自分の日常を見つめなおす。

〇筆者の述べる「私たちの生」がどのようなものか理解する。

ものの見方「複数のわたし」

〇学問的な見地から書かれた評論を読んでものの見方を広げる。文章

に示された考えを手がかりに「わたし」の捉え方について理解を深め

る。

考える手がかり「少女たちのひろし

ま」

知のゆくえ「もう一つの知性」

科学と人間「ロボットが隣人になると

き」

〇科学的思考とは異なる思考の在り方を理解し、現代社会を生きる上

で必要な態度について考える。〇哲学的な思考に沿って書かれた評論

を読んで、人間の意志や自由について理解を深める。
〇科学的思考とは異なる思考の在り方を理解し、現代社会を生きる上

で必要な態度について考える。〇哲学的な思考に沿って書かれた評論

を読んで、人間の意志や自由について理解を深める。


